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 [授業の概要・目的]
　この講義は，法学部の現代政治・行政分析に関係する諸講義の入門的役割を果たすものである．
同時に，教養科目としては，純粋な入門科目よりも少し踏み込んだ位置づけのものとして，政治学
的思考や分析方法について知る機会になることを意図している．
　

 [到達目標]
現代の政治と行政に関する基本的な概念や視角を理解できるようになること．
政治学の考え方の基礎を修得すること．

 [授業計画と内容]
　以下の内容について，順次講義を行う．学生の理解の程度に応じて進行速度を変更する可能性が
あるが，授業回数はフィードバック1回を含めた全15回とする。

1．政治と政治学（1回）

2. 国家とは、民主主義とは何か（2回）

3．政治参加・投票行動・選挙制度（3回）

4. 権力分立・執政制度（3回）

5．政党政治・議会政治（4回）

6．官僚制（1回）

《期末試験》

7．フィードバック（1回）

 [履修要件]
特になし

現代政治分析への招待(2)へ続く↓↓↓



現代政治分析への招待(2)

 [成績評価の方法・観点]
定期試験（筆記）100%

到達目標を最低限満たしていると考えられる学生を60点として，60点に達している者のうち，Bが
およそ4割，それ以上とそれ以下がそれぞれ約3割となるように評価を行う．

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
日頃から新聞やTVニュースなどを通じて，政治の動きについての情報を得ておくこと．授業後に
は，参考文献を読むといった方法で内容の定着を図ること．

 [その他（オフィスアワー等）]
 


